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	AIデジタル技術講座 事業説明資料
	AIデジタル技術講座について
	AIを活用した開発を学びたいエンジニアと、AIを使って自社課題を解決したい企業が、 約半年間の開発演習に取り組む実践型プログラムです。

	PBL
	PoC
	参加
	参加
	エンジニア受講者
	　実際の企業課題を用いた、約半年間の開発演習を通じて、ヒアリング・要件定義・開発・検証までをチームで経験し、実際の開発プロジェクトに近い実践スキルを身に着けます。

	課題提供企業
	　自社課題について、AIやデジタル技術が活用できるのか、ソリューション導入により効果が得られるのか等を、本格導入前に試験的に検証することが可能です。
	実施体制

	受講者、課題提供企業、専門家がチームとなって取り組みます。
	エンジニア受講者
	・定員15名 ・5名×3チームを構成

	課題提供企業
	・3社限定（1企業1課題） ・ヒアリングやデータ提供



	PBL
	㈱SHIFT AI
	・技術的な伴走支援 ・相談対応
	㈱アンクス
	・進捗管理 ・参加者のサポート
	事業スケジュール
	～7月10日 事業参加者募集
	8月 事前学習

	9～2月 PBL（開発演習）
	3月 成果報告会
	お申し込み


	事前学習
	　PBL開始前に3回の事前学習を実施いたします。内容については、下記の予定です。 〈第1回〉AI開発の基礎と指示設計 〈第2回〉AIエージェントで開発する 〈第3回〉チーム編成と課題ヒアリング準備


	PBL（開発演習）
	　受講エンジニア5名で1チームを構成し、約半年間で、ヒアリング、要件定義、開発、検証を実施します。その間、月に1～2回程度のオンライン定例会やチャット相談等を通じて、専門家が受講者のサポートを行います。
	チーム編成と課題ヒアリング準備
	開発演習
	検証評価
	中間レビュー
	成果報告会
	成果報告会の開催について

	時期　令和9年3月第1週頃平日 会場　かごゆいテラス（予定） 方法　原則現地参加
	・課題提供企業の業務課題 ・AI活用の方向性 ・開発したモデルやプロトタイプ ・検証方法及び検証結果 ・期待される効果 ・実用化に向けた課題、今後の展開
	　事業にご参加いただいたエンジニア受講者及び課題提供企業とは8月中を目処に秘密保持契約を締結いたします。 　その後、課題提供企業には実データの提供をいただき、PBL（開発演習）を実施いたします。原則、PBLについては実データの使用を前提としております。 　成果報告会やサイト等での事例公開時には、デモデータへの置き換えや、顧客名・商品名等の匿名化、公開可能な範囲の選定、数値の一部加工等、調整済みのデータを使用することを想定しております。 　成果報告資料およびサイト上での公開内容については、随時課題提供企業ご担当者様へ確認を行い、ご承諾を得た上での公開となります。


	お申込みは、専用フォームよりお願いいたします。
	【応募締切】 エンジニア受講者　7月10日（金）まで※延長中  課題提供企業　7月17日（金）まで
	お問合せは株式会社アンクスへ！
	所在地　　鹿児島市千日町13-18 電話番号　099-213-9511 メール　　kagoshima_jinzaidx@ankusu.com 担当者　　営業部　木原


	いただいたご質問への回答
	質問
	回答
	開発環境はご準備いただけるとのことでしたが、PCも貸与いただけるのでしょうか。
	開発環境はご用意いたしますが、PCにつきましては原則ご自身のものをご使用いただく形となります。 どうしてもご自身での準備が難しい場合は、事務局へご相談ください。
	ローコード・ノーコード開発ツールによるアプリ開発や、RPAツールを用いた自動化開発の経験のみでも、エンジニア枠へ応募可能でしょうか。
	基本的に業務時間内に発生する活動としては、課題ヒアリング等を想定しております。チームや課題により異なりますが、9月に多くて2-3回程度（各1-2時間程度）になるかと思います。 また、12月予定の中間レビューが1-3時間程度、3月予定の成果報告会が半日程度を想定しております。 原則、定例MTG等については業務時間外での実施を予定しております。 なお、エンジニア受講者の就業時間が一般的な時間帯（8：00～18：00帯）でない場合は、この限りではございません。


